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御
伽
箪
子
と
は
、
狭
義
的
に
は
、
享
保
頃
、
大
坂
心
斎
橋
の
書
難
渋
川
浦
右
衛
門
が
同
じ
体
裁
で
刊
行
し
た
渋
川
版
ニ
―
―
一
篇
の
こ
と

を
指
し
、
広
義
的
に
は
、
室
町
期
を
中
心
と
し
た
鎌
倉
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
短
篇
小
説
の
総
称
を
指
す
。
大
部
分
は
、

童
話
的
意
味
あ
い
の
殺
い
作
品
が
多
い
が
、
題
材
も
広
汎
で
、
大
衆
文
学
確
立
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
。

横
綴
奈
良
絵
本

文

正

煎

子

（

黒

川

文

庫

）

写

本

二

冊

[

御

伽

草

子

]

一

O
巻
（
二
五
冊
）
「
ぷ
ん
正
●
さ
さ
や
き
た
け
●
つ
き
栂
・

ほ
う
ら
い
山
・
つ
る
の
さ
う
し
•
こ
わ
た
き
つ
ね
・
む
ば
か
わ
•
い
は
屋
・
中
将
姫
・
さ
こ
ろ
も
」
の
う
ち
の
一
篇
゜

別
称
は
、
「
ふ
ん
し
ゃ
う
」
、
「
文
太
物
語
」
、
「
塩
売
文
章
」
な
ど
が
あ
り
、
物
語
成
立
は
、
室
町
中
期
頃
で
、
平
民
の
立

身
出
世
談
で
あ
る
。
こ
の
文
正
単
子
は
、
め
で
た
い
出
世
物
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
子
は
、
冊
子
の
読
み
初
め
と
し
て
、

の
草
子
を
読
む
習
慣
が
、
少
く
と
も
宝
永
頃
ま
で
は
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

さ

さ

や

き

た

け

（

黒

川

文

庫

）

写

本

三

冊

横

綴

奈

良

絵

本

奥

雷

な

し

い

の

[

御

伽

草

子

]

の

―

篇

o

物
語
成
立
は
、
室
町
期
と
い
わ
れ
る
地
名
由
来
談
で
、
鞍
馬
僧
正
ヶ
谷
の
由
来
伝
説
を
説
い
て
い
る
。

託
と
詐
称
に
用
い
る
奇
具
で
あ
る
。

御

伽

草

子

展

示

古

書

簡

紹

介
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「
享
保
頃
」

粕
迎
魚
類
物
柄

写

本

一

冊

美

浪

判

十

一

行

書

き

奥

書

な

し

別
名
「
魚
馬
平
家
」
と
も
い
い
、
室
町
期
の
成
立
で
、

進
物
と
魚
類
と
の
合
戦
を
戯
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

奥
紺
な
し

「
腸
鷺
合
戦
物
語
」
と
同
様
、
異
類
物
で
、

結
果
は
魚
類
の
敗
北
に
よ
っ
て
物
語
は
終
る
。

（
黒
川
文
庫
）

（
黒
川
文
庫
）
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期

昭

和

五

八

年

六

月

二

0
日

i
七
月
九

B

於

図
書
館
三
階
閲
覧
室

さ
さ
や
き
竹
と
は
、
神

は

ち

か

つ

ぎ

（

馬

川

文

庫

）

版

本

三

冊

横

綴

白

描

絵

入

[

御

伽

草

子

LJ

ニ

O
巻
(
三
四
冊
）
「
は
ち
か
つ
き
・
小
町
さ
う
し
・
御

さ
う
し
嶋
わ
た
り
・
か
ら
い
と
さ
う
し
•
こ
わ
た
き
つ
ね
・
な
な
く
さ
さ
う
し
・
さ
る
げ
ん
じ
・
物
く
さ
太
郎
，
さ
さ
れ
石
・

は
ま
く
り
草
紙
・
小
あ
つ
も
り
・
ニ
十
四
孝
・
ほ
ん
て
ん
国
・
の
せ
さ
る
・
ね
こ
の
草
紙
・
一
す
ん
ほ
う
し
・
は
ま
い
て
草
紙

さ
か
き
草
紙
・
よ
こ
ふ
え
•
し
ゅ
て
ん
と
う
し
」
の
う
ち
の
一
篇

0
,

9

9

|

＇
は
ち
か
つ
ぎ
は
、
「
鉢
か
つ
ぎ
」
で
あ
り
い
物
呻
翌
脳
立
は
室
’
町
ー
頃
」
＼
十
三
の
時
、
母
の
臨
終
」
↑
際
し
、
」
個
の
鉢
を
頭
に
載

せ
ら
れ
た
女
子
の
物
語
で
、
そ
の
鉢
の
不
思
議
が
題
材
と
な
る
継
子
諦
で
、
長
谷
の
観
音
の
力
で
、
幸
桶
に
な
る
霊
験
記
で
も

あ
る
。

若
草
物
語

写

本

一

冊

美

浪

判

八

行

歯

き

奥

粛

な

し

主
人
公
若
草
の
綿
子
及
び
悲
恋
遁
世
諦
で
あ
る
。
若
単
が
思
い
あ
ま
っ
て
、
宇
治
川
に
身
を
投
げ
る
と
、

救
，
D

れ
る
。
後
に
、
そ
の
老
僧
は
清
水
の
観
音
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
な
ど
、
「
は
ち
か
つ
ぎ
」
同
様
、

い
物
姐
叩
で
あ
る
。

老
僧
が
あ
ら
わ
れ
、
．

霊
験
記
的
色
彩
の
強

「
平
家
」

に
模
し
て
、
梢
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